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2024年 7月 16日 

利用者 各位 

西宮共同利用研究施設 利用者会 

神戸共同利用研究施設 利用者会 

神戸共同研 RI実験室 利用者会 

 

 

2025年度設備機器購入希望について（調査） 

 

次年度（2025年度）西宮ならびに神戸共同利用研究施設、RI実験室に設置を希望する設備機器

について、希望調査を実施いたします。研究を遂行する上で必要な設備機器であり、各施設に設

置を希望するものがありましたら、調査書をご提出下さい。本年度より、調査書の内容に一部変

更がございます。詳細につきましては［記入要領］をご確認ください。 

なお、提出された希望機器の内、特に緊急性、必要性の高いものについては、従来通り学長及

び施設長の協議により、2024年度中に購入される場合も有りますことを申し添えます。 

 

提出していただきました調査書は、利用者会資料といたします。本調査書を提出された方は、

利用者会で希望理由について説明していただきます。利用者会には必ずご出席ください。その後

の運営小委員会、運営委員会の協議を経て順位を付け予算要求することとなります。利用者会の

開催日程などにつきましては、改めてお知らせいたします。 

 

 

提出方法：Googleフォーム  

西宮・神戸キャンパス共通 

新規設備・更新計画リストにない設備 

西宮更新計画リスト設備 

※計画リストは記入要領に記載 

神戸更新計画リスト設備 

※計画リストは記入要領に記載 

https://forms.gle/KQX1XS2AYT9Qh5sZ9 

 

https://forms.gle/FfTHTRDqWWTKww596 

 

https://forms.gle/EvwQNiFwfCoT8bvq7 

 

 

 

提出期間：2024年 7月 16 日（火）～ 8月 2日（金）※ 

※ 必ず期間内に提出してください。締め切り後の提出は受け付けません。 

 

問い合わせ先：研究技術課 共同利用研究施設 

TEL:6791 / e-mail:kyodoken-poster@hyo-med.ac.jp 
  

https://forms.gle/KQX1XS2AYT9Qh5sZ9
https://forms.gle/FfTHTRDqWWTKww596
https://forms.gle/EvwQNiFwfCoT8bvq7
mailto:kyodoken-poster@hyo-med.ac.jp
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【記 入 要 領】 

昨年度からの変更点 

・希望者(提出者)による設備機器、高額設備機器、小額設備機器の分類を廃止しました。 

→提出された調査書をもとに、共同研スタッフで分類いたします。 

 

 

・調査書に記載する価格は納入価格ではなく、定価を記載してください。 

 定価が分からない場合は空欄でも問題ありません。 

→提出された調査書をもとに、共同研スタッフが物流課に見積を依頼いたします。 

 

 

・設備購入希望は、必ず 2名以上から調査書を提出してください。 

→講座単位での要望を廃止し、複数名からの要望を必須とします。 

 

 

・更新計画リストに記載されている装置についても、調査書を提出してください。 

→調査書の提出がなかった装置は、更新計画リストから外す可能性があります。 

 

[更新計画リスト] 

西宮キャンパス 神戸キャンパス 

・電動倒立顕微鏡 Ti-E 

・ウルトラミクロトーム UC6rt 

・二光子顕微鏡システム 

・マルチプレートリーダー ARVO X4 

・セルソーター FACSAriaⅢ 

・次世代シーケンサー MiSeq 

・リアルタイム PCRシステム 12K Flex 

・MALDI 型質量分析装置 AutoFlex TOF/TOF 

・電子顕微鏡 JEM-1400 Plus 

・フローサイトメーター LSRFortessa X-20 

・リアルタイム PCRシステム LightCycler 480 Ⅱ 

・ジェネティックアナライザー 3500xL 

・超遠心機 CP80NX（新規） 

・イオンモビリティー搭載 ESI Q-TOF 

質量分析装置 timsTOF Pro2（新規） 

・試料水平多目的 X線回折装置 Ultima Ⅳ 

・共焦点レーザースキャン顕微鏡一式 FV1000-D他 

・分子間相互作用解析装置 Biacore3000 システム 

・蛍光顕微鏡 IX71N-IMAGE-SP（Caイメージング） 

・卓上型超遠心機 OptimaMax-XP 

・高速冷却遠心機 Avanti HP-26XP 

・フローサイトメーター FACSAriaⅢ 

・低真空走査電子顕微鏡システム一式 SU-1510 

・リアルタイム定量 PCR 7500 

・凍結切片作製装置 クリオスターNX70 

・液体クロマトグラフシステム一式 DAD/UV-VIS 

・ケミルミイメージングシステム一式 FUSION-FX7.EDGE 

・紫外可視近赤外分光光度計 FT/IR-4100 

・冷媒蒸発抑制装置 CR80（新規） 

・リサイクル分取 HPLC LC-Forte/R Ⅱ（新規） 

・HPC検出器搭載単結晶 X線構造解析装置 

（クライオ装置付き）（新規） 
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[調査書]  

 設備機器１件につき調査書１枚を提出してください。 

 

１．希望者の情報 希望者の所属、氏名、連絡先、申請する施設を記入する。 

２．設備機器名 具体的名称を記入する。 

３．メーカー名・ 

型式・仕様 
設備が装置一式の場合は、主要な付属品等についても記入する。 

４．設置場所 エリア名または部屋名を記入する。 

５．価格 定価を記入する（定価が分からない場合は空欄でも問題ありません）。 

・納入価格 500 万円以上の高額機器・システムにつきましては、財務企画部に高

額機器等調査依頼書を提出して調査を受ける必要があります。従いまして、希

望する装置を含めて同等装置 3 機種の中から機種選定する必要がありますので

ご留意ください。 

６．当該設備機器を

整備する目的 

研究課題を実行する上での当該設備機器との関連性を具体的に記入する。すでに

設置されている設備機器の更新の場合は更新の必要性を、また本体のバージョン

アップや付属装置の追加などは、その導入効果を記入する。 

７．参考資料 機器構成が記載された、カタログ等の参考資料※を添付する（見積書は不要です）。 

※ 定価が記載されていなくても問題ありません。 

 

以 上 
 
 
 
 
 

 


